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総合的な学習の時間学習指導案 

指導者  河本 壮一郎  仁田 実佑  髙垣 尚晃  

１ 日 時  令和５年 １１月 １０日（金） 第５校時 

２ 場 所  ２年生教室 

３ 学 年  第２学年 男子２２名 女子１４名  計３６名 

４ 単元名  地域交流プロジェクト「神石の未来に向けて」 

５ 単元について 

○生徒観 

本学年の生徒は， 総合的な学習の時間において，神石高原町の活性化のために自分たちにできるこ

とを見付け，実践するための学習に取り組んできた。１年時には，「町のことをもっと知りたい」と

いう思いから，生徒たち自身の興味があることを調べ，魅力をまとめる等の活動を行った。魅力をま

とめてからは，「情報を発信したい」と意欲的に活動を行った。 

２年時では地域の現状に目を向けることを意識し，１学期には，職場体験を通して地域の仕事や人

と直に触れ合い，質問をすること等により地域の課題を探る活動を行った。２学期からは，課題を整

理し，自分達には何ができるのかを考え，町に提案できる地域活性化案を練る活動を行っている。 

本学年の生徒に，総合的な学習についてのアンケートを行ったところ結果は次のとおりとなった。           

（肯定的評価／３３人中） 

課
題
発
見
力 

１ 身の回りのものやできごとから自分が調べてみたいことを見付けています。 ２６ 

２ 地域の方や問題解決に向けて取り組んでいる人々が困っていること（問題）を知り，それ

らを解決するための方法を考えています。 
２２ 

３ 友達や，地域の人がもっている悩みを解決したり，願いをかなえてあげたりしたいと思い

ます。 
３０ 

課
題
解
決
力 

４ 解決しようとする課題について何をすればよいのか，何が使えそうかを考えることができ

ます。 
２９ 

５ 課題を解決するために，進んで資料を集めたり取材をしたりしています。 １６ 

６ 課題を解決するための情報を集める前に，どのような方法だと必要な情報を集めることが

できるのかを考えています。 
２４ 

７ たくさんの資料から，必要な情報を集めることができます。 ２５ 

８ 集めた情報から，適切なものを選んで，調べたことをまとめることができます。 ２６ 

９ 調べて分かったことを，効果的な方法（図，グラフ，表など）を考えてまとめています。 ２２ 

10 情報を比べたり（比較），仲間分けしたり（分類），関係を見付けたり（関係付け）して何

が分かるのかを考えています。 
２８ 

11 友達と話し合うなどして，自分の考えを深めたり，広げたりしています。 ３２ 

12 発表する相手を意識して，自分の考えとその理由を明らかにして，分かりやすく伝わるよ

うに発表を工夫しています。 
２７ 

13 自分の考えを積極的に伝えています。 ２４ 

14 友達と話し合う時，お互いが納得のいく考えをつくろうとしています。 ３０ 

振
り
返
り
力 

15 学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか。」「学習方法でうまくいったこと

や失敗したことなどの理由」を考えています。 
３０ 

16 学習の振り返りをするときには，「もっと考えてみたいこと」「もっと調べてみたいこと」

「もっと工夫してみたいこと」などを考えています。 
２７ 

 17 自分の住んでいる地域のことが好きです。 ３１ 

18 視野を広げ，課題解決に向けて計画を立てています。 ２８ 

19 視野を広げて，納得解を見いだし，表現しています。 ２８ 

20 地域における自分の生き方，在り方について考えています。 ２５ 
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アンケートの結果から，概ね肯定的な評価をする生徒が多かった。しかし，その中でも，いくつか

の項目が全体に比べて割合が低い傾向にあった。 

課題発見力に関わっては，「２ 地域の方や問題解決に向けて取り組んでいる人々が困っているこ

と（問題）を知り，それらを解決するための方法を考えています。」の項目である。２年生１学期ま

での活動では，自分たちが調べたいと思ったことや，町の魅力について発信するという活動を行って

いたため，地域の現状の問題について考える学習が少なかったためと考えられる。そのため，職場体

験学習で地域交流を図ることができる機会を通して，地域の方の困り感や，地域の現状を知るために

質問をすることで，直に地域の課題に触れ学習を進めていく。 

課題解決力に関わっては，「７ 調べてわかったことを，わかりやすい方法（図，グラフ，表など）

を考えてまとめています。」の項目である。これまでの学習では，情報収集を行い，自分たちが学ん

だことを発表する機会はあったが，写真を用いるなどして可視化することはあっても，図や表などに

まとめることはなかったことが原因だと思われる。また，「１３ 自分の考えを進んで伝えていま

す。」の項目においても肯定的な評価が他の項目に比べて少なかった。普段の学級の様子を見ていて

も，授業中に手を挙げて発表したり，人前で自分の意見を伝えたりすることに苦手意識をもっている

ことが分かり，それが原因だと考える。「５ 課題を解決するために，進んで資料を集めたり取材を

したりしています。」「６ 課題を解決するための情報を集める前に，どのような方法だと必要な情

報を集めることができるのかを考えています。」の項目については，これまでの学習で地域の現状の

問題について考える学習が少なかったことや，生徒自身の頭の中で解決できる方法を選択していたこ

とが考えられる。そのため課題の解決に対して，それが最善策であるのか問いかける声かけ等を行っ

ていく。 

 

 

○単元観 

本単元では，自分たちが住む神石高原町の地域活性化のために地域の現状について調べたり，実現

可能な方策を考えさせたりすることを通して，「地域における自分たちの在り方」に気付かせるとと

もに，もっと地域活性化のために考えてみたいという心情を育てていきたい。さらに，１２月に行わ

れる町の「次世代議会」で説得力のあるプレゼンテーションを行うため，自己表現力を向上させてい

くことをねらいとしている。 

 

 

○指導観 

指導に当たっては，課題発見力・課題解決力・振り返り力を付けるために以下の工夫を取り入れ

る。 

課題発見力 地域の方々に質問をしたり，実際に職場体験を経験したりする中で，これま

でとは違った視点から物事を認識し，課題を見付けさせる。そして，生徒が個

人的またはグループ等で課題解決に向けて取り組んだ内容を共有し，その中で

生まれる新たな課題を次時で取り組んでいく。 

課題解決力 情報収集の際には，現状を把握し，なぜそのような状態になっているのか原

因を追究するために，対話を行ったり思考ツール用いたりすることで，分析し

ていく。多様な他者と協働して解決しようとしたりすることで自分事として捉

えさせ，計画，実行，振り返り，再計画というサイクルを繰り返させていく。

それを通して，視野を広げ，多面的にアプローチしていくことができる生徒を

育成していく。さらに，生徒が自己の在り方生き方を考え主体的に進路を選択

していく機会の一つとする。 

振り返り力 振り返りの時には「今回できたこと，できなかったこと」「次にやりたいこ

と，やるべきこと」という視点を与え，今後の学習を見通した振り返りとなる

ようにさせる。 
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６ 単元の目標 

神石高原町の地域活性化のための提案をすることを通して，地理的な事柄が現在の地域の現状に繋

がっていることを理解し，実現可能な提案について考えるとともに，他者と連携・協働して課題を発

見し，計画的に課題解決する力を身に付ける。 

 

７ 本校で育てようとする資質・能力 

課題発見力 視野を広げ，課題解決に向けて計画を立てる。 

課題解決力 視野を広げて，納得解を見いだし，表現することができる。 

振り返り力 地域における自分の生き方，在り方について考えることができる。 

 

８ 評価規準 

 

９ 単元におけるルーブリック（思考力・判断力・表現力等） 

 
Ａ Ｂ Ｃ 

項目 地域活性化案を作成するこ

とを通して，実現可能であり

そうな活性化の案を具体的な

資料等を用いて提案すること

ができている。 

地域活性化案を作成するこ

とを通して，活性化の案を具

体的な資料等を用いて提案す

ることができている。 

地域活性化案を作成するこ

とを通して，活性化の案を具

体的な資料等を用いて提案す

ることができていない。 

 

 

 

 

評 価

の 

観 点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 課題発見力・課題解決力 振り返り力 

単 

元 

の 

評 

価 

規 

準 

 

 

①実現可能な提案を行うため 

には，地域の現状を把握する 

とともに，解決には人や機関 

と連携することが必要である 

と理解している。 

②地域の現状を把握するため

の調査や実現可能な提案内

容作成について，目的に応

じた方法で実施している。 

③地域活性化と自分たちの関

わりについては，地域での

自分たちの在り方と結び付

いていることに気付いてい

る。 

①地域活性化案を作成する活 

動を通して感じた関心を基 

に課題をつくり，解決の見

通しをもって計画してい

る。 

②地域の現状を捉えるために 

必要な情報について，多様 

な方法の中から効果的な手 

段を選択している。 

③自分たちが提案する地域活 

性化の内容について，つな 

がる情報か考えながら整理 

している。 

④実現可能な地域活性化案に 

向けて，グラフや地図等を 

効果的に使って表し，「次 

世代議会で」提案してい 

る。 

①地域活性化案を作成する取

組の振り返りを通して，地

域活性を実現する活動を通

して感じた関心を基に課題

をつくり，解決の見通しを

もっている。 

②実現可能な地域活性化案を

作成するために，自他の考

えを生かしながら，協働し

て取り組もうとしている。 

③持続可能な町を保っていく

ために，自分の生活を見直

し，地域と協働しながら自

分にできることを取り組も

うとしている。 
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１０ 学習過程ごとの主な学習活動（全７０時間） 

  ★＝立ち止まりポイント 

（本当にこれでいいのか，壁にぶつかったときどうすればよいのか考える場面） 

時数 学習過程ごとの主な学習活動 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

【昨年度４，５月】 

○単元の課題設定をする。 

・小学校ではどんなことをしたのか交流し，中学校の総合的な

学習の時間にやりたいことを出し合う。 

 

・やりたいことを６つのジャンルに分類し， チームに分かれて 

 情報収集や，情報発信を行っていく。 

 

 ・それぞれ６つのジャンルの活動の目的，最終的なゴールは 

何なのか設定を行う。また，どんな活動を行うのか計画を 

立てる。 

 

 ★ただ「やりたい」という直感的なものではなく，何のために 

したいのか根本を追究する。 

 

年間テーマ 

 

 

 

 

１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昨年度６，７，８月】 

課題：それぞれのジャンルで町の魅力を再発見する。 

○ICT 機器や本を使って情報収集を行う。 

 ・町の特産品や歴史，施設があるのか等，情報を集める。 

 ・新しい発見もあるが，インターネットだと正しい情報であるのか詳しく突き詰めることが 

難しくなってくる。 

 

★ICT 機器や本では調べられる内容にも限界があることを知り， 

情報収集の手段を模索する。 

 

 

○１学期間の活動計画や進捗状況を振り返る。 

・ジャンルごとに，困っている点や今後の計画についてチーム内で

確認する。 

・ジャンルの垣根を越えて交流し，協力できるところ等を話し合う。 

・進捗状況に応じ，２学期からの活動計画の見直しをする。 

 

 ★活動目的，最終的なゴールから逆算させ，このままのペース， 

取り組み方法でよいのか思考する。 

 

 

 

町の魅力を再発見，情報を発信する。 
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９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昨年度９，１０月】 

○１学期間の振り返りから活動を行う。 

 ・保護者や生徒にアンケートを取り，情報収集を行う。 

 ・町の施設にアポイントをとり，見学に行く。 

 

課題：町の魅力を発信する。 

○文化祭にて発表を行う準備をする。 

 ・これまでの情報を整理する。 

 ・発表用資料を作成する。 

 ・どのようにしたら聞き手に伝わりやすいか考える。 

 

 ★魅力を伝えるには聞いてもらう必要があるため，どのように 

したら聞いてもらえるのか考える。 

 

○文化祭にて「神石高原町の魅力・よさ」の題目で発表する。 

・６つジャンルごとにパワーポイントを用いて発表。 

 

 ★文化祭では地域の方々しか来られていない。どうやったら 

魅力を地域外にも発信できるか考える。 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

【昨年度１１，１２月】 

○今後の取組について検討する。 

 ・Google Jamboardを活用して今後の計画について 

チーム内で意見を出し合う。 

 ・Google スプレッドシートを活用して今後の細かい計画を 

  練っていく。 

 

★自分達の活動目的は何なのか振り返る。 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

【昨年度１，２月】 

○最終ゴールに向けて取り組みを行う。 

 ・キャラクター･･･LINE スタンプ作成 

 ・特産物･････････動画協力（ＰＲへ） 

 ・歴史･･･････････本作り 

 ・職業･･･････････アンケート結果掲示 

 ・施設･･･････････パンフレット作成 

 ・ＰＲ･･･････････動画作成 

 

○今年度の振り返りを行い，来年度に向けての課題等を出す。  

 

  

 

３ 

 

【４月】 

○今年度の学習内容について計画を立てる。 

 ・地域交流ができる機会として，職場体験，次世代議会があることを知る。 
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 ・昨年度は，魅力を見付けるという方向で活動を行ったため，今年度は地域の現状を把握す 

ることを意識する。 

・町主催の次世代議会という地域の行政に関われる機会において，地域活性化の提案をする 

こと目標とし，実地調査や実践することを中心に学習をすることを決める。 

 

年間テーマ 

 

 

 

２ 

 

 

【５月】 

課題：地域の現状を把握する。 

〇職場体験へ向けて，地域の職業について調べる。 

 ・町の仕事はどんなものがあるのか知る。 

 ・自分は将来，どんな仕事に就きたいのか考える。 

 ★自分がなりたい職業は町にあるのか，その職に就くにはどんな進路を歩まなければならな 

いのか考える。 

 

７ 

 

【６月】 

○町内で体験したい職業を探す。 

・これまで先輩が行った職場体験場所を確認する。 

・町の職場を確認し，自分が行きたい理由等をまとめる。 

 

５ 

 

 

 

【７月】 

○職場体験に向けて，働くということについて考える。 

 ・講師を招いて働くことや，働く際のマナーについて学ぶ。 

○職場体験先にアポイントを取る。 

・電話をするために原稿の作成をする。 

・事前の打ち合わせ日等確認をする。 

・事前打ち合わせに行く。 

 

２２ 

【８月】 

○職場体験学習を行う。 

・「町の現状や課題」について情報収集を行う。 

・実際に働いてみて，働き手の困り感ややりがいなどについて理解する。 

・職場体験学習で得た情報を集約し，今後の学習の方向性を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

６ 

【９月】 

○職場体験について振り返る。 

 ・体験して感じたことや，気になったこと等をまとめる。 

 

 ★地域の現状から，魅力をアップさせるだけではなく，課題を解決することも必要であるこ 

とに気付く。 

地域の現状を把握し，次世代議会にて地域活性化の提案をする。 
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６ 

【１０月】 

課題：次世代議会において現実的な地域活性化の提案を行う。 

○職場体験の際に感じたことや，質問したことなどを基に， 

次世代議会で提案したいと思う内容を決める。 

・地域を活性化するために取り組む必要がある根本を探る。 

 

 

 

 

 

５ 

【１１月】 

○次世代議会で提案する内容をクラス内で検討しあい，候補を絞る。 

  

○次世代議会に向けて提案資料等の準備をする。（本時） 

・説得力のある提案にするために，生徒同士や教師に提案を聞いて

もらい，改善する。 

 

○次世代議会でどのような提案の仕方をするか再度考える。 

・次世代議会では，自分たちが考えている地域活性化に向けた提案

をするとともに，町が取り組んでいることについて質問をして，

情報収集の場とすることを決める。 

 

１ 

【今後の予定】 

【１２月】 

○次世代議会において地域活性化の提案をする。 

 

４ 

【１月】 

○次世代議会での答弁を振り返る。 

・議員さんに言われた内容等をクラスで共有する。 

 ・答弁の内容を分析する。 

★なぜ提案を受け入れてもらうことができなかったのか考察する。 

★町が改善しようとしていたところと同じポイントを提案することができた。 

 この視点からさらなる活性化の方法について考える。 

 

５ 

【２月】 

○来年度の次世代議会において，町に実行してもらえるような提案をするために必要なことを 

考える。 

・提案の内容や，資料の提示の仕方等を見直し，来年度に向けて計画を立てる。 

 

４ 

【３月】 

○他地域との違いを確認できるように町の現状をまとめる。 

 ・魅力や課題を改めて整理する。 

 ・他地域と比較することで新たな発見等をする。 
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１１ 本時の学習 

（１）本時の目標 

  提案内容や方法について，検討しあい，改善することができる。 

（２）本時の評価規準 

  よりよい提案を行うために，情報を整理し考えている。 

（思考力，判断力，表現力等③） 

 

（３）準備物 

   〔指導者〕 電子黒板  〔生徒〕 総合ファイル，タブレット 

（４）学習の展開 （５４／７０時間） 

学習活動 

○指導者 ・予想される児童の発言 

・指導上の留意事項 

○評価規準および判断基準（方法） 

１ 前時の振り返りを行い，本時の活動を確認す

る。（３分） 

 

 

 

 

２ グループごとに提案を行う。（２５分） 

〇提案内容について注目するように声かけを 

行う。 

 ・今回は，分かりやすいデータが使われている 

かに注目してみよう。 

 ・話の流れとしては分かりやすくなっているだ 

ろうか。 

 ・話し方は今回見られないけど，聞き取りやす 

いように意識しておこう。 

 

 

３ グループで提案内容の改善を行う。（１５

分） 

 ・評価からたくさんの課題が出てきたから手分

けして取り掛かろう。 

 ・課題の分析がまだあまかったかな。もっと情

報がないか調べてみよう。 

 

 

 

４ 本時の振り返りをする。（７分） 

○振り返りを書きましょう。 

・発表する際に，自分自身でもよく分かって

いないところがあったな。調べておこう。 

・パワーポイントが文字ばかりになっている

から，グラフや図などを作成していこう。 

・提案内容に現実味をもたせるために，同じ

ような取組が行われていないか探してみよ

う。 

・プレゼンテーションを行う際に意識することを

確認する。 

 

 

 

 

・ワークシートに提案についての評価項目を示 

し，見るべきポイントを明確にする。 

・発表後に数分間，質疑やワークシートへの記入 

を行うことを確認しておく。発表者についても 

自己評価をする。 

 

 

 

 

 

 

・発表終了後に，ワークシートに記入された評価

を参考にして，内容を検討させる。 

・気になること等があれば調べられるようタブレ

ットを準備しておく。 

〇よりよい提案を行うために，情報を整理し考え 

ることができている。 

 （ワークシートへの記述・活動の観察） 

 

 

・自己評価と他者評価を比較することで，新たな

視点に気付き，考えられるようにする。 

・次回に向けて取り組まなければならないこと

を，記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案内容や方法について，検討しあい，改善

することができる。 



【神石高原町】三和中学校 

 

本時の活動 

① 提案内容の発表（２５分） 

② 提案内容の改善（１５分） 

③ 振り返り （７分） 

１２ 板書計画 

本時の目標 

 

 プレゼンテーションを行う際に意識すること 

  ・重要な項目は繰り返して伝える 

  ・「間」を意識する 

  ・質問を投げかける 

 

 提案内容の評価の視点 

  ・説得力のあるデータを使えているか 

  ・分析を踏まえた提案になっているか 

  ・実現可能性が高いものになっているか 

提案内容や方法について，検討しあい，改善することができる。 


